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研究の概要 

伝統医学（はり、あん摩マッサージ指圧）を活用した 

Presenteeism（プレゼンティーズム）対策に関する研究 

 

「休暇を取るほどでもないが、なんとなく調子が悪い、いまひとつ仕事がはかどらない」という労働者の状況

（Presenteeism）が生産性を低下させ、企業に多額の損失を与えていることが指摘されています。特に国民病とも

称される「肩こり」、「腰痛」などの慢性的な痛みによる損失額は、生活習慣病などの病気による欠勤や医療費など

を大きく上回っていることから、経営者は対策を講じる必要に迫られています。一方、伝統医学である「鍼療法」

や「あん摩マッサージ指圧」は、「肩こり」や「腰痛」などの慢性的な痛みに対する有用な方法として国民に受け

入れられてきました。そこで、私たちは、（公社）東京都鍼灸師会の協力を得て、「肩こり」や「腰痛」などで

Presenteeism と自覚しているオフィスワーカーに、鍼療法に要した費用に対して 4 週間に合計 8 千円までキャッ

シュバックすると提示した際（介入群）の費用対効果、について、提示しなかった場合（対照群）とのランダム化

比較試験を実施しました。 

 

・「企業における鍼治療への態度と利用可能性 断面研究」 

・「肩こりを主訴として鍼療法を受けたオフィスワーカーの満足度に影響を及ぼす因子」 

・「Managing office worker presenteeism by providing financial aid for acupuncture therapy:  

a pragmatic multicenter randomized comparative study. 」 

・企業・団体との共同研究により、労働者の健康不調に関わるコスト損失を可視化し、「鍼療法」や「あん摩マッ

サージ指圧」を活用した施策を導入した際の費用対効果を提示しています。 

・どのような「鍼療法」や「あん摩マッサージ指圧」を提供することが、費用対効果や満足度をより高めることが

できるかについて「はり師」及び「あん摩マッサージ指圧師」やこれらの有資格者を雇用している事業所に情報提

供をおこなっています。 

・企業の健康経営に「鍼療法」や「あん摩マッサージ指圧」を導入する際の相談並びに支援をおこなうことができ

ます。 

 

その結果、鍼療法への

キャッシュバックによ

り、Presenteeism による

損失額を従業員一人当た

り月額約 1 万 4 千円補填

できる可能性を示すこと

ができました。 

 

 

 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=d1e19f263353ea8c&lang=ja&st=researcher

